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１．研究計画の概要
視線データと生理データの統合による
「視覚的注意」のモデル化と注意に基づ
くユーザビリティ評価方法を提案する．

（１）ユーザの注意に適応およびガイドするイン
タラクションシステムの設計と評価の基
盤となる生理データ間の関係を解明

（２）客観的尺度の有効性（誤り率による正確
度，一定時間における完成量），効率(仕
事完了時間など)，および主観的(感性的)
尺度の満足度(不快，好感度，負荷の認容
度)とメンタルと身体的負荷との関係を
解明し新たな評価尺度を定義する．

（３）複数の生体情報を並行取得・分析して生
理的・心理的な指標を定量的に評価する
システムの実現：提案する評価システム
では，快／不快，ストレス，集中度，緊
張度など，被験者の生理的・心理的な情
報を分析する．

２．研究の進捗状況
（１）視覚的注意支援システム

①ユーザの両手の指に位置・圧力センサを装
着することで，両手の位置と圧力を利用し
た両手操作 GUI を開発した．

②マルチディスプレイ環境において，タブレ
ットの回転による向き情報を使ってディ
スプレイを指定し，そのディスプレイの範
囲をペンで操作するポインティングシス
テムを提案した．

（２）マルチモーダル注意分析

①コンピュータを使って作業しているユ
ーザに香りを呈示すると，そのユーザの
生体 情報がどのように変化するの
かについて，2 つの実験を通して検証し
た．

②視覚的注意をモデル化するための視線
及び生理データを測定・分析するツー
ルを構築：視線停留時間に加え，瞳孔径
と脈波データを用いたWeb ページ上の興
味箇所を特定する手法を提案

ユーザが興味を示すときに得られる生
体データの変化を利用することで，ユー
ザ一人一人に合わせて，Web ページ上の
興味箇所を特定する手法、特に，瞳孔径
と脈波のデータが有効であり，これらの
データを利用した興味箇所特定手法およ
び瞳孔径と脈波波高の振幅とによる興味
度合の特定手法を得た．

③注意の心的負荷に基づく注意レベルモデ
ルを提案し、実験でモデルの有効性を検
証した：視線情報と脳血流データに基
づいた注意箇所検出手法として，実験
分析で注意と脳血流データおよび視線
情報の関連を得た

④コンピュータからのメッセージに対す
るユーザの気付き（アウエアネス）を
生体情報の変化で検出するシステムの
提案： 五感への刺激と生体データと
の関係を実験で明らかにできた．脈波
は触覚と味覚、呼吸は臭覚と味覚、皮
膚伝導率は触覚と味覚に相関が高いこ
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とがわかった．

３．現在までの達成度
② おおむね順調に進展している．

(理由)
下記の本研究の重要項目について結果が得られ
た：

（１）視覚的注意をモデル化するための視線
及び生理データを測定・分析するツールを構
築：視線停留時間に加え，瞳孔径と脈波データを
用いたWeb ページ上の興味箇所を特定する手法
を提案
ユーザが興味を示すときに得られる生体デー

タの変化を利用することで，ユーザ一人一人に合
わせて，Web ページ上の興味箇所を特定する手法、
特に，瞳孔径と脈波のデータが有効であり，これ
らのデータを利用した興味箇所特定手法および
瞳孔径と脈波波高の振幅とによる興味度合の特
定手法を得た．
（２）注意の心的負荷に基づく注意レベルモデ
ルを提案し、実験でモデルの有効性を検証し
た：視線情報と脳血流データに基づいた注意
箇所検出手法として，実験分析で注意と脳血
流データおよび視線情報の関連を得た．

４．今後の研究の推進方策
（１） これまで行ってきた視覚的注意をモデル
化するための視線及び生理データを測定・分析す
るツールを構築のため，Web広告について実験分
析をする．
（２） 最終年度として,これまでの研究の見直
しとまとめを行う．

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者には
下線）
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